
Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

家庭における介入は，社会的に恵まれない家庭での就学前児童のため
の児童発達の成果向上に寄与しない 

このレビューでは，子ども
の認知発達に影響を与えな
いことを見出した 

このレビューの目的は何か？ 
このキャンベルシステマティックレビュー
では，児童の発達の成果向上において家庭
における児童発達介入の有効性を評価する。 
このレビューでは，7件の研究からわかっ
たことを要約する。アメリカで2件の研究，
カナダで1件，ジャマイカで1件，アイルラ
ンドで1件，場所の報告がないところで1件，
バミューダで1件の研究があった。 

児童の生活の初めの時期は，児童の発達において非
常に重要である。家庭における児童発達介入は，親
による教育，養育，支援を通して，児童の発達向上
と貧困による負の影響の減少を目的としている。こ
のレビューでは，児童発達の結果に何も影響しない
ことがわかった。しかしながら，そのためのエビデ
ンスは弱く，より多くの研究が必要である。 
 
このレビューは何を研究したか？ 
貧しい家庭事情にある幼い子どもは，発達的問題や
不健康の影響をより受ける。家庭における介入の目
的は，不利な結果を防ぎ和らげるために，子どもに
とってより良質の家庭環境を提供することで，その
子どもの親を援助することである。 
 
このレビューでは，主として社会的不利を抱える家
庭にある就学前児童の発達結果の向上 
を目的とする家庭における介入の有効性を調査する。 
 
 
どんな研究があったのか？ 
行われた研究は，プライマリ・ヘルス・ケアのよう
な“標準治療”により，家庭における就学前児童の発
達介入を比較するランダム化比較試験である。結果
とは，認知(思考スキル)や社会的・情緒的発達と
いった就学前児童の発達に及ぼす効果である。 
 
当事者は，例えば貧困，ひとり親家庭，少数民族を
背景とする社会的不利にある入学前の子どもの親で
あった。723名による総計7件の研究があった。 
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このレビューの主な成果は何か？ 
エビデンスのもつ特性が子どもの認知発達への影響
を評価することを難しくしている。7件のうち4件の
エビデンスの統合は問題ない。しかし，他の3件の
研究からのエビデンスは統合できないため，総合的
発見は確定的ではない。7件の研究のいずれにおい
ても親に不利な結果(例えば，無力化)は報告されて
いないため，結論付けることはできない。 
 
子どもの身体的発達や育児行動といった副次的結果
については，このエビデンスからは結論に至らな
かった。 
 
 
  家庭における児童発達介入が，
社会的不利を抱える家庭にある
就学前児童の認知発達において
影響を与えない 
 
 
このレビューからわかることは何か？ 
家庭における児童発達介入が，社会的不利を抱える
家庭にある就学前児童の認知発達において影響を与
えないことが，4件の研究によるエビデンスによっ
て示されている。社会的・情緒的結果に関して，エ
ビデンスの統合を図ることは不可能であった。 
 
しかし，7件の研究のうち最新のものは1989年のも
のである。研究の質を評価するには，ほとんどの研
究で，エビデンスが不十分であった。方法論的過程
をより裏付け，報告するための研鑚をするべく，さ
らなる研究が必要だ。 
 

このレビューがどれほど新しいものか？ 
このレビューの著者は2010年10月までに
発表された研究を調査した。このキャンベ
ルシステマティックレビュー2012年1月
に公表された。 
 
キャンベル共同計画とは何か? 
キャンベル共同計画はシステマティックレ
ビューを公表する国際的，自主的，非営利
目的の研究ネットワークである。私たちは
社会的かつ経済的方針，計画，実施に関す
るエビデンスの性質を要約し評価する。私
たちの目的は人々がより良い選択と方針を
決定することを支援することである。 
 
この要約について 
この要約は2012年1月のキャンベルシステマ
ティックレビュー， Home-based Child 
Development Interventions for Preschool 
Children From Socially Disadvantaged 
Families: A Systematic Review’ by Sarah 
Miller, Lisa K. Maguire, Geraldine 
Macdonald (DOI 10.4073/csr.2012.1)に基
づき，Ada Chukwudozie and Howard 
White (キャンベル共同計画)が用意したもので
ある。 
コピーエディットとレイアウトはTanya 
Kristiansen(キャンベル共同計画)が行った。
この要約の作製を目的とするAmerican 
Institutes for Researchによる経済的支援は
大いに認められている。 
 


